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令
和
七
年
五
月
十
六
日
、
い
わ
ゆ
る
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
が
成
立
し
、
同
月
二
十
三
日
に
公
布
さ
れ
た
。
同
法
は
、
通

信
情
報
の
非
同
意
取
得
等
の
一
部
を
除
き
、
公
布
日
か
ら
一
年
六
か
月
以
内
に
施
行
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
同
法
に
よ

り
、
我
が
国
政
府
や
企
業
を
標
的
に
し
た
重
大
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
安
全
保
障
を
図
る
観
点
か
ら
、
重

大
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
未
然
に
排
除
し
、
被
害
発
生
・
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
イ
バ
ー
空
間
が

国
内
外
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
今
日
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
先
制
的
措
置
の

発
動
権
限
を
政
府
に
認
め
た
点
に
お
い
て
、
世
界
に
お
い
て
も
画
期
的
な
法
律
だ
と
評
価
す
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
百
十
七
回
国
会
中
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
第
二
九
七
号
）
（
以
下
「
前
回
質
問
主
意
書
」
と
い

う
。
）
で
私
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
（
予
備
行
為
）
の
検
知
に
基
づ
き
、
他
国
の
サ
ー
バ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

空
間
に
対
し
て
日
本
が
い
わ
ゆ
る
防
御
措
置
を
講
じ
る
場
合
、
当
該
国
よ
り
主
権
侵
害
と
し
て
日
本
政
府
に
重
大
な
措
置
（
対

抗
措
置
）
が
講
じ
ら
れ
る
可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
政
府
に
重
ね
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

前
回
質
問
主
意
書
に
対
し
、
政
府
は
、
改
正
後
の
警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
国
外

関
係
危
害
防
止
措
置
が
「
国
際
法
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
他
国
に
対
す
る
説
明
の
在
り
方



 

２ 

 

に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
状
況
に
応
じ
て
様
々
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
・
・
・
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
」
と
答
弁
し
た
が
、
で
は
政
府
が
い
う
「
国
際
法
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
」
と
は
、
ど
の
国
際
法
規
を
意
味
し
、
ど
の

よ
う
に
適
法
性
が
担
保
で
き
る
と
考
え
る
の
か
、
明
示
い
た
だ
き
た
い
。 

二 

前
回
質
問
主
意
書
に
お
い
て
言
及
し
た
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
サ
イ
バ
ー
防
御
セ
ン
タ
ー
の
下
で
専
門
法

律
家
チ
ー
ム
が
ま
と
め
た
タ
リ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
二
・
〇
で
は
、
他
国
領
域
で
の
サ
イ
バ
ー
活
動
が
主
権
侵
害
に
該
当
す
る

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
こ
の
基
準
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
か
。 

三 

前
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
で
は
、
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
活
動
の
域
外
適
用
の
違
法
性
阻
却
事
由
に
つ
い

て
、
明
確
な
回
答
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
日
本
の
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
活
動
の
対
象
と
な
っ
た
サ
ー
バ
ー
等
の
所
在
国
か

ら
抗
議
や
対
抗
措
置
が
発
動
さ
れ
た
場
合
、
政
府
は
、
ど
の
よ
う
な
外
交
的
・
法
的
反
論
を
準
備
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。 

四 

内
閣
官
房
の
公
開
情
報
に
よ
れ
ば
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
関
連
通
信
の
約
九
十
九
％
が
国
外
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
活
動
の
実
施
に
お
い
て
、
国
外
サ
ー
バ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
う
る
。
一
部

の
規
定
を
除
き
、
令
和
八
年
十
一
月
末
ま
で
に
順
次
施
行
さ
れ
る
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
の
有
効
性
・
実
効
性
を
担
保
す



 

３ 

 

る
た
め
に
、
二
国
間
若
し
く
は
多
国
間
協
力
の
枠
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
政
府
は
、
今
年
五

月
に
行
わ
れ
た
中
谷
元
（
当
時
）
防
衛
大
臣
と
ヘ
グ
セ
ス
米
国
防
長
官
と
の
会
談
で
、
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
措
置
を
含
む

サ
イ
バ
ー
分
野
で
の
協
力
を
強
化
す
る
方
針
に
つ
い
て
一
致
が
見
ら
れ
た
と
す
る
一
方
で
、
第
二
百
十
七
回
国
会
令
和
七
年

五
月
十
五
日
の
参
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
「
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
の
実
施
に
当
た
り
、
・
・
・
他
国
と
の
協

定
、
こ
れ
が
必
要
で
あ
る
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
他
方
、
我
が
国
の
措
置
に
つ
い
て
国
際
社
会
か
ら
理
解
を
得
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
、
国
際
社
会
に
説
明
し
て
い
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
弁
し
た
。
我
が
国

が
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
措
置
を
発
動
し
た
場
合
、
他
国
と
の
協
力
・
協
定
な
し
に
、
ど
の
よ
う
に
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御

法
の
有
効
性
・
実
効
性
を
国
際
社
会
に
担
保
し
、
ま
た
国
際
社
会
か
ら
何
を
根
拠
に
理
解
を
得
て
い
く
の
か
。
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

前
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
答
弁
に
は
、
域
外
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
が
国
際
法
上
許
容
さ
れ
る
範
囲

内
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
外
務
大
臣
と
の
事
前
協
議
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
適
法
性
の
具

体
的
な
判
断
基
準
を
国
内
法
上
明
確
に
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
判
断

基
準
を
明
記
し
な
い
ま
ま
運
用
を
認
め
る
こ
と
は
、
法
的
安
定
性
の
欠
如
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
お
示
し



 

４ 

 

い
た
だ
き
た
い
。 

六 
い
わ
ゆ
る
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
の
下
、
サ
イ
バ
ー
防
御
措
置
が
警
察
や
自
衛
隊
に
よ
り
講
じ
ら
れ
る
場
合
、
国
民
の

代
表
者
か
ら
な
る
国
会
に
よ
る
事
後
検
証
や
監
視
の
仕
組
み
が
法
律
上
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
政
府
は
、
能
動
的
サ
イ
バ
ー

防
御
活
動
に
対
し
て
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
確
保
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


